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１.地区の概要と課題

※
いる問題）
※
組概要と整理した課題

【地区の概要】

立地：福島県二本松市東和地区高槻

人口：100人 民宿：5軒 空き家：3軒

【昨年までの取り組み概要】

・実地調査

・手創り市へ竹製品の出展
・ホームページ作成（note）

画像引用：https://note.com/obirin_takatsuki/n/nf4017b6c84aa



２. 今年度実施した取組みの内容

炭作り体験

炭窯に木を入れる
木炭の袋詰め(製品作り)

実地調査

集落の方を筆頭に
高槻集落を周り視察

現地交流

民宿に宿泊
食事をしながら話し合い



• 整備が行き届いてない家や道路が存在し、過疎化している現状を間近で感じた。

そのため、地区の見た目から活気がなくなってしまっている。

• だが、年齢や体力的にも新たなもの、アクティブなものを行うのは、

かなりしんどいという意見も

→しかし、集落の住民たちが動かなければ、何もこれから先、生み出すことが

できない

３.まとめ



４.今後に向けて

①花を植える・花壇を作る
「たかつき」の文字の周りに花を植えて、存在感と華やかさをUP！

②SNS活用

noteはユーザーが少ないので、情報の素早い拡散が難しい

多くの人が見るInstagramでの情報発信に切り替え、魅力を伝えていく！

③イルミネーション装飾をする

まずは民宿や集会所など、人の集まるところをライトアップする
最終的には、街道なども装飾し、街全体を明るくしていく

画像引用：http://blog.livedoor.jp/hotmagazine/archives/51357347.html



画像引用：https://www.porta-y.jp/event/21227

参考文献：富士の国山梨 https://www.yamanashi-

kankou.jp/minobu/event/nishijimaillumination.html
身延町西島 https://youtu.be/YWyiO6MXOg8?feature=shared

・他県のイルミネーション活用事例

山梨県身延町西嶋地区

住民が町おこしのため自主的に行なっ
たものが話題となり毎年２万人以上が
訪れるように。

移住者を含め地域の人全員が協力
しあって、経済効果を生み出して
いる。


